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今
年
も
よ
ろ
し
く

　
　
庁
舎
建
設
予
算
否
決

　
　
　
　         

市
長
辞
職
願
い
提
出

　
錦
川
に
関
す
る
諸
問
題

菅
野
ダ
ム
完
成
後
、
山
口
県
は
今

ま
で
遊
水
地
の
役
割
を
果
た
し
て
い

た
田
畑
を
埋
立
、
住
宅
地
等
に
転
用

を
許
可
し
、
溜
ま
っ
た
砂
利
を
浚
渫

船
で
採
取
し
て
い
た
の
を
中
止
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
後
40
数
年
間
、
錦

川
の
中
流
・
下
流
域
に
は
中
洲
等
が

沢
山
出
来
、
大
木
が
生
い
茂
り
、
砂

利
は
溜
ま
り
ぱ
な
し
で
し
た
。
こ
う

し
た
状
況
の
中
、
平
成
17
年
の
台
風

14
号
は
錦
川
の
中
流
・
下
流
域
に
甚

大
な
被
害
を
こ
う
む
り
ま
し

た
。
そ
の
後
の
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て
質
問
を
行
な
い

ま
し
た
。

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

平
瀬
ダ
ム
建
設
後

　
下
流
域
に
与
え
る
影
響

　
「
下
流
域
に
与
え
る
影
響
は
少
な

く
、
水
質
に
万
全
の
対
策
と
平
常
時

流
量
の
減
少
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
を

条
件
」
に
し
て
い
る
と
答
弁
し
ま
し

た
。　

平
瀬
ダ
ム
建
設

　
　
　
中
止
を
求
め
る

　
「
昭
和
43
年
か
ら
の
予
備
調
査
を

経
て
、
昭
和
63
年
国
庫
補
助
事
業
と

し
て
採
択
さ
れ
た
山
口
県
の
事
業
、

並
び
に
平
成
4
年
の
岩
国
市
議
会
錦

川
対
策
特
別
委
員
会
の
中
間
報
告
に

基
づ
き
岩
国
市
と
し
て
同
意
し
た
事

業
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
「
今
日
の
科
学
技
術
の
発
展

で
、
天
気
予
報
や
雨
量
予
測
は
事
前

に
わ
か
る
。
又
、
菅
野
ダ
ム
の
事
前

放
流
や
ダ
ム
の
貯
水
率
を
50
％
程
度

に
常
時
確
保
し
て
い
れ
ば
、
台
風
等

に
十
分
対
応
は
可
能
」
と
主
張
し
ま

し
た
。

又
、
40
年
も
昔
・
菅
野
ダ
ム
完
成

後
に
持
ち
上
が
っ
た
ダ
ム
建
設
、

「
平
成
4
年
当
時
は
建
設
費
350
億
円
、

平
成
12
年
度
530
億
円
、
今
日
で
は
740

億
円
と
2
倍
以
上
に
膨
れ
上
が
り
、

今
、
再
々
評
価
中
で
建
設
事
業
費
は

ま
だ
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。専

門
家
の
間
で
も
『
平
瀬
ダ
ム
は

治
水
能
力
が
な
い
』
と
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
予
算
が
あ
れ
ば
、
河
床
の
整

備
や
護
岸
工
事
を
し
っ
か
り
や
る
べ

き
」
と
主
張
。
さ
ら
に
、「
平
瀬
ダ
ム

建
設
は
錦
川
流
域
の
か
け
が
え
の
な

い
自
然
環
境
を
壊
し
ま
す
。

環
境
と
治
水
を
両
立
さ
せ
る
方
法

を
検
討
す
べ
き
」
と
述
べ
、
本
体
工

事
に
入
る
前
に
中
止
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

激
甚
災
害
対
策

　
　
　
特
別
事
業
の

　
　
　
　
　
　
進
捗
状
況

　
「
こ
の
事
業
は
藤
河
・
南
桑
地
区

を
激
甚
災
害
対
象
地
区
に
指
定
し
、

平
成
17
年
〜
21
年
で
80
億
円
投
入
し

河
川
整
備
等
を
行
な
う
も
の
で
す
。

平
成
19
年
2
月
末
で
掘
削
量
は
約
53

立
方
メ
ー
ト
ル
。
事
業
費
は
平
成
18

度
ま
で
に
26
億
5
千
万
円
、
平
成
19

年
度
は
18
億
円
、
平
成
20
年
度
以
降

35
億
5
千
万
円
で
浚
渫
、
護
岸
整
備

工
事
を
実
施
中
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

山
口
県
と
の
協
議
状
況

　
「
激
甚
災
害
対
象
地
区
以
外
の
砂

利
堆
積
の
除
去
・
川
尻
や
下
地
区
及

び
支
線
の
浚
渫
工
事
を
実
施
す
る
よ

う
要
望
し
、
実
施
し
て
い
る
」
と
の

　十
二
月
議
会
は
、
市
長
が
議
会
最
終
日
に
庁
舎
建
設
に
関
る
予
算
に
つ
い

て
、
今
ま
で
四
度
否
決
さ
れ
て
い
た
合
併
特
例
債
を
更
に
減
額
し

「
私
の
ク

ビ
と
引
換
え
に
大
切
な
予
算
を
ぜ
ひ
と
も
市
民
の
た
め
に
通
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
異
例
の
表
明
を
行
な
い
、
総
務
委
員
会
で
予
算
審
議
中
に
市
長
は
議

長
に
辞
職
願
い
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

　
市
長
提
出
の
庁
舎
建
設
に
合
併
特
例
債
を
充
当
す
る
予
算
案
を
艦
載
機
受

入
れ
容
認
す
る
議
員
22
名
に
よ
っ
て
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
ま
で
、
庁
舎
建
設
に
合
併
特
例
債
を
充
当
す
る
こ
と
に
反
対
し
て
い
た
議

員
か
ら
「
合
併
特
例
債
と
国
の
補
助
金
」
を
組
み
込
ん
だ
予
算
修
正
案
が
突

如
提
案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
21
名
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
私
は
、
「
錦
川
に
関
す
る

諸
問
題
」
と
福
祉
問
題
で
九
月
議
会
に
引
き
続
き

「
後
期
高
齢
者
医
療
問

題
」
で
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

　ジエット機の騒音の苦情
　  　　うるさいと思ったら

       　℡29－5000（岩国市役所）へ

　市役所の基地対策課は市民の苦情等をカウン

トして、米軍岩国基地へ抗議・申し入れを行な

います。

　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

山

田

や

す

ゆ

き



　

　
　

 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

総
所
得
金
額
等
に
合
わ
せ
て
、
国
民

健
康
保
険
と
同
様
、
7
割
、

新
庁
舎
建
設
費
に
合
併
特
例
債
を

                       

充
て
る
予
算
案
を
提
案

 

井
原
市
長
は
市
議
会
本
会
議
場
で
31
億
7
千
4
百
万

円
の
合
併
特
例
債
と
庁
舎
整
備
基
金
の
3
億
円
を
市

庁
舎
建
設
費
に
充
て
る
予
算
案
を
提
案
し
、「
こ
の
ク

ビ
と
引
換
え
に
、
市
民
の
た
め
に
（
予
算
を
）
通
し
て

欲
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

 

総
務
委
員
会
（
委
員
長
・
井
上
昭
治
・
公
明
）
で
は
、
合

併
特
例
債
を
活
用
す
る
市
長
の
五
度
目
の
提
案
を
審
議

し
、
可
否
同
数
の
為
、
委
員
長
採
決
で
否
決
い
た
し
ま
し

た
。

容
認
派
の
議
員
は
修
正
予
算
案
を
提
出

 
米
空
母
艦
載
機
の
岩
国
移
転
を
容
認
す
る
議
員
か

ら
、
突
如
、
市
長
提
案
の
予
算
案
（
合
併
特
例
債
）
を

4
億
8
千
万
円
減
額
し
、
そ
の
分
を
国
か
ら
の
補
助

金
に
替
え
る
修
正
案
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

 

修
正
案
を
出
す
の
で
あ
れ
ば
、市
長
が
予
算
案
を
提
出

し
た
時
に
出
す
の
が
議
会
本
来
の
あ
り
方
で
す
。

　
国
か
ら
の
補
助
金
は
艦
載
機
移
転
を
容
認
し
な
い
限

り
補
助
金
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

 

九
月
議
会
に
引
き
続
き
再
度
質
問
を

行
な
い
ま
し
た
。

　
今
年
4
月
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
が
導
入
さ
れ
ま
す
。75
歳
以

上
の
方
々
は
、
今
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
を
脱
退
さ
せ
ら
れ
、
新
し
い

「
後
期
高
齢
者
だ
け
の
医
療
保
険
」
に

組
み
入
れ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
自
民
・
公
明
の
政
権

が
医
療
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て
導

入
し
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

 

　
実
施
に
伴
う
市
民
負
担

 
 

　
　
軽
減
措
置

　　「
保
険
料
の
均
等
割
り
額
が
同
一
世

帯
内
の
被
保
険
者
お
よ
び
世
帯
主
の

「民
主
主
義
と
自
治
を
守
る
議
員
有
志
の
会
」
結
成

 

こ
の
会
は
、
昨
年
、
錦
帯
橋
の
１
万
人
集
会
を
成
功
さ
せ
た
議
員
で
構
成
し
、
今
回
の
市
長
選
を
「
民
主
主

義
と
自
治
を
守
る
為
の
選
挙
」
と
位
置
づ
け
、
同
じ
理
念
・
理
想
を
掲
げ
て
立
候
補
し
た
井
原
前
市
長
を
「
勝

手
連
」
で
応
援
す
る
超
党
派
の
県
議
・
市
議
の
会
で
す
。

こ
の
制
度
に
移
行
す
る
と
「
国
民

 
 
 

 
 
 
 

 

1
人
世
帯
の
場
合
保
険

料
は
535
円
減
額
、
国
民
健
康
保
険
2

人
世
帯
で
年
額
１
７
．
４
１
０
円
の

増
額
、
又
、
国
民
健
康
保
険
2
人
世

で
1
人
の
み
が
移
行
の
場
合
１
０
．

７
４
５
円
増
額
。

岩
国
市
内
に
年
金
月
額
1
万
5
千

円
の
方
々
は
1
千
5
百
人
、
無
年
金

者
や
低
年
金
者
の
対
象
者
は
全
体
で

約
2
万
1
千
人
お
ら
れ
る
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

健
康
保
険
で

 
 

制
度
の
中
止
を
求
め
る

　　
「
高
齢
化
が
進
み
、
医
療
費
が
増
大

す
る
中
、
医
療
保
険
や
介
護
保
険
の

安
定
運
営
な
ど
、
社
会
保
障
制
度
の

充
実
を
目
指
し
、
市
民
が
老
後
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
を
目
指

す
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

 
 

私
は
、
こ
れ
ま
で
老
人
保
健
制
度

で
医
療
を
受
け
て
き
た
65
歳
か
ら
74

歳
の
障
害
者
や
寝
た
き
り
の
人
も

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
の
対
象
に

な
る
こ
と
、
更
に
75
歳
以
上
で
こ
れ

ま
で
扶
養
家
族
の
た
め
保
険
料
を

払
っ
て
い
な
か
っ
た
人
も
保
険
料
を

払
う
こ
と
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
ま

し
た
。

 
 

月
額
1
万
5
千
円
以
上
の
年
金
受

給
者
は
保
険
料
と
介
護
保
険
料
を
年

金
天
引
き
に
な
る
と
生
活
が
出
来
な

く
な
り
、
保
険
料
を
1
年
以
上
滞
納

す
る
と
保
険
証
を
取
上
げ
ら
れ
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

 

こ
の
よ
う
な
悪
法
は
早
く
止
め
る
よ

う
主
張
し
ま
し
た
。

5
割
、
2

割
の
軽
減
制
度
が
あ
る
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。


